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プレスリリース 

 

色彩で叫ぶ！ 

ニューヨークを拠点に世界を魅了する 現代アーティスト、松山智一の個展 

2025年春、麻布台ヒルズが鮮やかに染まる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松山智一展 FIRST LAST 
2025年 3月 8日(土)～5月 11日(日) 会期中無休 

麻布台ヒルズ ギャラリー（麻布台ヒルズ ガーデンプラザ A MB階） 

 

２０２５年春、「松山智一展 FIRST LAST」が東京の新たなアートスポット・麻布台ヒルズ ギャラリーで開催されます。本展は、ニュー

ヨークを拠点にグローバルな活躍を見せるアーティスト松山智一の東京で初となる大規模個展です。四半世紀にわたって現代アート

の本場ニューヨークで活動し、いまや世界が注目する次世代のアーティストのひとりとなった松山の日本初公開となる大規模作品

15 点を含む、約 40 点が展示されます。さらにこの機会に、展覧会タイトルにもなる、新シリーズ「First Last」を発表します。松山

の特異なアイデンティティを通して捉えたグローバルな現代社会のリアリティを、迫力ある色彩と壮大なスケールの絵画で体感

いただける展覧会です。 

 

新シリーズ「First Last」 （後の者が先になり、先の者が後になる） 

英語で「最初で最後」を意味する本シリーズは、松山智一のキャリアにおいて、ようやく到達した東京での大規模個展開催までの長く

とも短いような道のりを反映しています。同時に、絶えない課題によって均衡が保たれるパラドキシカルな現代社会に向けた、松山

からの謎めいたメッセージ、「後の者が先になり、先の者が後になる」でもあります。岐阜の飛騨高山で生まれ、クリスチャンの両親の

元で幼い頃からキリスト教を身近に育ってきた松山は、少年期のアメリカでの生活を経て帰国子女として青年期を過ごし、そしてニ

ューヨークでアーティストとして活動を始めてからも常にマイノリティであり続けました。二極化が進む政治が引き起こす分断、格差

や対立、ジェンダー平等のパラドクス、情報操作やフェイクニュースなど、混沌とした現代社会において松山は常に問いを立て続けま

す。はたして我々は何によって報われるのか？本シリーズでは松山が、アメリカ社会が抱える諸問題を起点に、自身の特異な背景が

もたらす独自の視点を通して世界を捉えなおし、芸術によって新たな共感を創り出します。   

  

松山智一 《Passage Immortalitas》 2024 H267 x W470 cm Acrylic and mixed media on canvas 



本展のみどころ 

 

■キャリアを変えたあの大作から最新作まで！日本初公開作品、15点を含む作品群でその軌跡をたどる 

横幅６ｍを超える絵画作品《We Met Thru Match.com》は、まだ世界から注目される以前の松山が数か月にわたり昼夜を徹し

て描き、キャリアのターニングポイントとなった大作。さらに本展では、これまで上海やヴェネツィア、ロンドンなどで発表され、海外

でしか見ることの出来なかった日本初公開作品や最新作 15 点など、代表作と合わせて約 40 点が展示されます。壮大な絵画や空

間に広がる巨大な立体など、松山智一の近年の作品群が東京・麻布台ヒルズ ギャラリーで一堂に会します。 

 

■眩いばかりの色彩の中に多文化の十字路を体験する 

松山の絵画から放たれる眩いばかりの色彩は最大の特徴の一つ。自身で作った何千という色のストックが様々な技法によって、キャ

ンバスの上で共鳴します。世界を彩る多様な文化、伝統、宗教、そして歴史的なものや現代的なもの、さらにはハイカルチャーから日

常品といった要素は、松山によって無数の色で描かれ、情報化の中で移ろう現代社会の姿を映し出し、混然一体となって鑑賞者を色

彩の世界に没入させます。 

 

■同世代の表現者たちとの共作 

ニューヨークでキャリアをスタートした松山にとってクリエイティブ・コミュニティとの接点は日常であり、様々なジャンルの表現者と

の交流のなかで表現領域を拡張してきました。日常性と社会性をアートの文脈でどう捉え、表現できるかを常に模索してきた松山は、

同時代を生きる彼/彼女らとの自然発生的に生まれる対話が時代の声になると考えます。本展の地下１階の麻布台ヒルズ ギャラリ

ースペースでは、松山と共鳴する表現者との共作の数々を発表します。 

 

 

 

  

松山智一 《Keep Fishin' For Twilight》 2017 

H213.5 x W457.5 cm Acrylic and mixed media on canvas 

 

松山智一 《Dancer》 2022 

H339 x W360 x D359 cm Stainless Steel 

松山智一 《We Met Thru Match.com》 2016 H254 x W610cm Acrylic and mixed media on canvas 



本展について アーティストからのメッセージ 

多様な文化が交錯するニューヨークで 20年以上活動し、日本とアメリカというルーツを持つ自身にとって東京での展覧会は大きな

意味を持ちます。国や言語、文化や世代を超えていま同じ時代を生きる私たちだからこそ感じることがあると思っています。 

作品世界に足を踏み入れ、鑑賞者としてだけでなく、作品への参加者、対話者として体験してもらえればと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[開催概要］ 

展覧会名  松山智一展 FIRST LAST 

Tomokazu Matsuyama FIRST LAST 

会期  ２025年 3月 8日(土)～5月 11日(日) 会期中無休（予定） 

会場  麻布台ヒルズ ギャラリー（麻布台ヒルズ ガーデンプラザ A MB階） 

開館時間  月・火・水・木・日  10:00～18:00（最終入館 17:30）  

金・土・祝前日   10:00～19:00（最終入館 18:30） 

 チケット料金 追って展覧会公式サイトで発表します。 

主催  フジテレビジョン、麻布台ヒルズ ギャラリー、KOTARO NUKAGA 

特別協賛   

協賛  インベストメントプロパティコンサルタンツ、ジンズホールディングス、 

南山堂ホールディングス、Moonshot 

協力  MATSUYAMA STUDIO 

展覧会公式サイト www.tomokazu-matsuyama-firstlast.jp 

SNS_アカウント Instagram:  matsuyama_firstlast 

X（旧 Twitter）:  @FIRSTLAST2025 

問い合わせ azabudaihillsgallery@mori.co.jp 

アクセス：  東京メトロ日比谷線「神谷町駅」5番出口直結 

東京メトロ南北線「六本木一丁目駅」2番出口徒歩 10分 

 

＜プレスの方からのお問い合わせ＞ 

「松山智一展 FIRST LAST 広報事務局」 鎌倉・進藤（N＆A内） E-mail matsuyama.firstlast@nanjo.com 

〒153-0051 東京都目黒区上目黒 1-11-6  TEL 03-6261-5784  FAX 03-6369-3596 

松山智一 ｜MATSUYAMA Tomokazu 

現代美術家。1976 年岐阜県生まれ、ブルックリン在住。絵画を中心に、彫刻やインス

タレーションを発表。アジアとヨーロッパ、古代と現代、具象と抽象といった両極の要

素を有機的に結びつけて再構築し、異文化間での自身の経験や情報化の中で移ろう現

代社会の姿を反映した作品を制作する。バワリーミューラルでの壁画制作（ニューヨ

ーク／米国、2019 年）や、《花尾》（新宿東口駅前広場、東京、2020 年）、《Wheels of 

Fortune》（「神宮の社芸術祝祭」明治神宮、東京、2020 年）など、大規模なパブリック

アートプロジェクトも手がけている。 

近年の主な展覧会に、「Mythologiques」（ヴェネツィア／2024 年）、「松山智一展：雪月

花のとき」（弘前れんが倉庫美術館／2023 年）「MATSUYAMA Tomokazu: Fictional 

Landscape」（上海宝龍美術館／2023 年）がある。2025年 2 月までパリのルイ・ヴィト

ン財団でも作品を発表している。 
Photo：Lisa Kato 



広報画像 ダウンロード先 

＜ご紹介に際しては下記 URLよりダウンロードをお願いします＞ 

https://tinyurl.com/3fvcke82 
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＜キャプション・クレジット＞  

ご紹介のスペースに限りがある場合は、《作品名》、制作年 は必ず表記をお願いします 

01_松山智一《Passage Immortalitas》 2024 H267 x W470 cm Acrylic and mixed media on canvas 

02_松山智一《Keep Fishin' For Twilight》 2017 H213.5 x W457.5 cm Acrylic and mixed media on canvas 

03_松山智一《Cluster 2020》 2020 60 x 60cm (33panels) Acrylic and mixed media on canvas 

04_松山智一《Harmless Charm》 2022 H233 x W122 cm (center piece) 76.2 cm (other pieces) Acrylic and mixed media on canvas 

05_松山智一《20 Dollar Cold Cold Heart》 2019 H267x W172cm Acrylic and mixed media on canvas 

06_松山智一《Catharsis Metanoia》 2024 H279 x W384cm Acrylic and mixed media on canvas 

07_松山智一《Bring You Home Stratus》 2024 H330 x W307cm Acrylic and mixed media on canvas 

08_松山智一《The Fall High》 2023 H279 x W599cm Acrylic and mixed media on canvas 

09_松山智一《We Met Thru Match.com》 2016 H254 x W610cm  Acrylic and mixed media on canvas 

10_松山智一《Mother Other》 2023 H196 x W118 x D104 cm FRP, wood, steel, epoxy, polyurethane and acrylic 

11_松山智一《Dancer》 2022 H339 x W360 x D359 cm Stainless Steel 

A_松山智一 Photo：Lisa Kato 

 

＜作品画像提供に際してのお願い＞ 

 ●作品画像の使用は本展をご紹介いただく場合のみとし、本展終了後の使用はできません。 

 ●作品画像をご紹介いただく場合は、展覧会名、会期、会場、指定のキャプションを必ずご記載ください。  

 ●全図で使用してください。トリミング、変形、部分使用、文字のせは禁止となります。 

 ●広報画像を使用し本展をご紹介いただく場合はご連絡をお願いします。また掲載記事・番組内容については、可能な場合  

基本情報確認のため、事前に広報事務局まで FAX 又はメールにてお知らせください。 

 ●ご掲載頂いた場合は、お手数ですが、掲載紙（誌）または同録を広報事務局までお送りください。  

 

09 

10 

 

11 

 

A 


